
こうさ広 報

No.548
March 2015

３
CONTENTS

●02・巻頭記事　町議会議員一般選挙・投開票結果

●06・こうさの話題　全国高校選抜ボート大会に日隈さつきさん（芝原区）が出場

●08・町からのお知らせ　町国民健康保険税率改定説明会を開催します

●10・私のおすすめ図書　仲光 愛恵さん（北早川区）

●20・Kosa Style　町消防団長・上野 浩信さん（横田区）

折り紙で「おひなさま」を作ったよ
【表紙】若草保育園の園児による楽しいひな祭り



3 Public Relations KOSA
March 2015

❖
新
し
い
被
保
険
者
証
の
交
付
を 

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

　
現
在
お
持
ち
の
平
成
26
年
度
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

３
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　
平
成
27
年
度
の
被
保
険
者
証
に
更
新

す
る
た
め
、
下
表
の
日
程
で
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す
。
国
保
加
入
世
帯
の

人
は
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
会
場
に
、

現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証
を
必
ず
お

持
ち
に
な
り
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
複
数
人
い
る

場
合
は
、
国
保
加
入
者
全
員
の
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
別
世

帯
の
代
理
人
に
被
保
険
者
証
の
受
け

取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
指
定
さ
れ
た
日
程
で
交
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、
後
日
、
町
住
民
生
活
課

窓
口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

証
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
更
新

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
６
）

　
k

lg
2
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

３月16日（月）
午前９時　　〜午前９時15分 上早川五区 六谷公民館

午前９時25分〜午前９時40分 本坂谷区 本坂谷公民館

午前９時50分〜午前10時５分 谷内区・堂ノ原区 谷内公民館

午前10時15分〜午前10時30分 広瀬区 広瀬公民館

午前10時40分〜午前10時55分 西原区・井戸江区（柳瀬） 西原集会所

午前11時５分〜午前11時20分 小鹿区 小鹿集会所

午前11時30分〜午前11時50分 上揚区・安平区・井戸江区 宮内集会所

午後１時30分〜午後１時50分 上豊内区 上豊内公民館

午後２時　　〜午後２時20分 下豊内区 下豊内公民館

午後２時30分〜午後２時50分 東寒野区 東寒野公民館

午後３時　　〜午後３時20分 西寒野区 西寒野公民館

午後３時30分〜午後３時50分 岩下一区・二区 町総合保健福祉センター

３月17日（火）

午前９時　　〜午前９時20分 中横田区（内田・庄分・立神） 町トレーニングセンター

午前９時30分〜午前９時50分 下横田区 下横田公民館

午前10時　　〜午前10時20分 浅井区 浅井公民館

午前10時30分〜午前10時50分 中横田区（目野・宮ノ尾・中尾） 中尾公民館

午前11時　　〜午前11時20分 有安区 有安公民館

午前11時30分〜午前11時50分 横田区 横田公民館

午後１時30分〜午後１時50分 上早川一区・二区 上早川公民館

午後２時　　〜午後２時20分 上早川三区・四区 上早川公民館

午後２時30分〜午後２時50分 大町区 大町公民館

午後３時　　〜午後３時30分 仁田子区・緑町区 町総合保健福祉センター

３月19日（木）

午前９時　　〜午前９時20分 船津区 船津公民館

午前９時30分〜午前９時50分 麻生原区 麻生原公民館

午前10時　　〜午前10時20分 世持区 世持公民館

午前10時30分〜午前10時50分 南三箇区 南三箇公民館

午前11時　　〜午前11時20分 中山区 中山公民館

午前11時30分〜午前11時50分 津志田区 津志田公民館

午後１時30分〜午後１時50分 上田口区 上田口公民館

午後２時　　〜午後２時20分 下田口区 下田口公民館

午後２時30分〜午後２時50分 田原区 田原公民館

午後３時　　〜午後３時20分 府領区・北原区 府領公民館

午後３時30分〜午後３時50分 和田内区 和田内公民館

３月20日（金）

午前９時30分〜午前９時50分 辺場区 辺場公民館

午前10時　　〜午前10時20分 糸田区 糸田公民館

午前10時30分〜午前10時50分 北早川区 北早川公民館

午前11時　　〜午前11時20分 早川区 早川公民館

午前11時30分〜午前11時50分 中早川区 中早川集会所

午後１時30分〜午後１時50分 吉田区 吉田公民館

午後２時　　〜午後２時20分 芝原区 芝原公民館

午後２時30分〜午後２時50分 古閑区・八丁区・山出区 山出公民館

■平成27年度国民健康保険被保険者証の交付日程

国民健康保険被保険者証交付は３月16日（月）から
　
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員

選
挙
が
、
２
月
10
日
（
火
）
告
示
、

15
日
（
日
）
投
開
票
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
定
数
12
人
に
対
し
て
、
13
人
の

立
候
補
者
が
届
け
出
ま
し
た
。
立

候
補
者
の
内
訳
は
、
現
職
10
人
、

新
人
２
人
、
元
職
１
人
。
党
派
別

は
、
日
本
共
産
党
１
人
、
無
所
属

12
人
。
立
候
補
者
た
ち
は
、
農
業

や
商
工
業
の
振
興
、
福
祉
の
充
実
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
を
有
権
者
に

伝
え
ま
し
た
。

　
当
選
者
の
内
訳
は
、
現
職
９
人
、

新
人
２
人
、
元
職
１
人
。
当
日
の

有
権
者
数
は
、
９，

３
６
４
人
で
、

男
性
４，

３
４
９
人
、
女
性
５，

０
１
５
人
。
投
票
率
は
、
75
・
48

㌫
（
男
性
75
・
65
㌫
、
女
性
75
・

33
㌫
）
で
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　（
町
総
務
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
１
）

　
k

lg
2
0
2
@
tow
n
.ko
sa
.lg
.jp

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
、
２
月
10
日
（
火
）
告
示
、
15
日

（
日
）
に
投
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
開
票
の
結
果
、
現
職
９
人
、
新
人
２

人
、
元
職
１
人
が
当
選
し
、
投
票
率
は

75
・
48
㌫
で
し
た
。

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
開
票
結
果
に
つ
い
て

平
成
27
年
２
月
15
日
（
日
）
執
行

■町議会議員一般選挙（平成27年２月15日執行）開票結果

得票数 候補者名 年齢 政党名など

当選 720 佐野 安春 61 日本共産党　新人

当選 710 緒方 哲哉 68 無所属　現職

当選 636 福田 謙二 59 無所属　現職

当選 610.914 荒田 博 31 無所属　現職

当選 568 宮川 安明 64 無所属　現職

当選 568 本郷 昭宣 72 無所属　現職

当選 503.806 山内 勲 71 無所属　現職

当選 498 中村 幸男 71 無所属　現職

当選 489 宮本 修治 48 無所属　元職

当選 477.085 本田 新 56 無所属　現職

当選 464.193 山内 亮一 60 無所属　新人

当選 433 渡辺 俊一 69 無所属　現職

328 西坂 和洋 67 無所属　現職

性別
選挙当日
有権者数

投票者数 投票率

男 4,349 3,290 75.65㌫

女 5,015 3,778 75.33㌫

合計 9,364 7,068 75.48㌫

有効投票数 7,006 無効投票数 62

■町議会議員一般選挙　投票結果

※あん分の結果、切り捨てた票数0.002票



“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（79）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ス
テージ「アスペクタ」で、国内
最大のカントリーミュージックの
祭典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢

こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
触
れ
合
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
け
が
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
（
ひ
け
つ
）
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く

さ
ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (75)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こ う ち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  　
　

和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　

自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　

大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　                 「
生
き
が
い
」

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

進
む
県
内
の
高
齢
化

interview

◎ Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20 万人

30 万人

40 万人

50 万人

60 万人

15.4%
18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

「退職して良かったと思えたのは 1 か月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の「生きがい」について考えてみませんか。

　
　あ

な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？
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２
月
６
日
（
金
）
乙
女
小
学
校

（
岡
本
秀
夫
校
長
１
１
３
人
）
で
、

『
熊
本
の
心
』
公
開
授
業
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
小
は
、
平
成
26
年
度
道
徳
教
育

郷
土
資
料
『
熊
本
の
心
』
活
用
事
業

研
究
推
進
校
に
指
定
さ
れ
、
児
童
た

ち
に
郷
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、

豊
か
な
心
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
授
業
な
ど
を
実
施
。
３
年
生

（
三
嶋
剛
正
教
諭
25
人
）
で
は
、「
麻

生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
を
題
材
に

し
て
三
嶋
教
諭
が
考
案
し
た
教
材

『
日
本
一
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
』
を
使

い
、
郷
土
に
残
る
も
の
の
素
晴
ら
し

さ
や
受
け
継
ぐ
人
々
の
思
い
を
学
び
、

地
元
に
住
む
久
米
次
男
さ
ん
（
麻
生

原
区
）
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
へ
の
思
い

に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　２月８日（日）町生涯学習センターで、

「あったかコンサート」が開催されました。

　同コンサートは、町教育委員会と甲佐町文

化協会（村上邦夫会長）が実施。生の芸術を

楽しみに、家族連れなど約180人が集いました。

　熊本市の月出小学校ブラスバンド部の「つ

きで B.B. キッズ」による「ムーンライトセレ

ナーデ」などの演奏や、左座守さん（下田口

区）の家族４人で美しいハーモニーを奏でる

家族コーラス「左座家」による混声合唱が行

われ、来場者は、心をいやす温かい音色に大

きな拍手を送りました。

　２月７日（土）〜８日（日）福岡市で開催され

た第35回九州カップ水泳競技大会に、本町出身

の小・中学生４選手が出場し健闘しました。

　本町からは、田上大翔くん（下横田区・甲佐中

２年）、宇都優太くん（下横田区・龍野小４年）、

久米愛大くん（麻生原区・乙女小６年）、井芹由

依奈さん（糸田区・白旗小４年）が出場しました。

　13〜14歳の部の200・400㍍自由形で決勝進出

した田上くんは、「次の大会では、最後まで全力

で泳ぎ切る体力を付けて、もっと上を目指した

い」と話しました。10歳以下の部50・100㍍自

由形に出場した宇都くんは、「50㍍は自己ベスト

でうれしかった。もっと速くなるように、手を伸

ばして泳ぐ練習をしたい」と話しました。

　11〜12歳の部50・100㍍自由形に出場した久

米くんは、「すごく緊張した。次の大会は自己ベ

ストを更新したい」と話しました。10歳以下の

部の100㍍自由形に出場した井芹さんは、「自己

ベストを出せて良かった。次の大会では、１位を

取れるように練習をがんばりたい」と話しました。

全国優勝に向けて漕ぎ出せ
日隈さつきさん（芝原区・学付高１年）

郷土のすばらしさを学ぶ
乙女小学校で『熊本の心』公開授業

心をいやす美しい音色が響く 
町生涯学習センターで「あったかコンサート」

▼３月の全国高校学校選抜ボート大会に出場する日隈さつきさん（芝原区）

▲「七つの子」などを披露する家族コーラス「左座家」

▼

久
米
次
男
さ
ん
の
郷
土
へ
の
思
い
を
聴
く
児
童
た
ち

　
１
月
23
日
（
金
）
〜
24
日
（
土
）

沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
度

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
、
県
代
表
と
し
て

上
益
城
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
は
本
町

出
身
の
井
芹
洋
子
さ
ん
（
山
出
区
）、

大
村
い
づ
み
さ
ん
（
大
町
区
）、
佐
野

よ
し
子
さ
ん
（
上
豊
内
区
）、
高
崎
佐

枝
子
さ
ん
（
八
丁
区
）、
山
本
よ
り
子

さ
ん
（
上
揚
区
）、
古
田
久
里
子
さ
ん

（
大
町
区
）
の
６
人
が
入
っ
て
お
り
、

昨
年
６
月
の
県
大
会
で
２
位
に
入
賞
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、
各
県
の

精
鋭
が
集
ま
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝

ち
進
み
、
見
事
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
古
田
さ
ん
は
、「
ラ

リ
ー
が
続
く
試
合
で
、
い
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　町生涯学習センター図書室に、「チクチク

会」（上田福子会長８人）から手作りの布の

絵本６冊が寄贈されました。

　同会は、布を使った絵本などを作成するボ

ランティア団体。毎週月曜日に町いこいの家

に集い作成に取り組んでいて、今回は昨年の

春に続いて２回目の寄贈。

　色彩かな布とボタンを利用した仕掛けなど

の工夫が光る絵本は、３月２日（月）〜９日

（月）に同センター・ギャラリーモールに展

示されます。展示期間終了後は、図書室で全

14冊を自由に閲覧できます。

上益城チームが九州大会２位
ママさんバレー大会に本町出身者が出場

布の絵本を読んでみてね
「チクチク会」が町図書室に寄贈

▲布の手触りが優しい絵本は赤ちゃんにもおすすめ

水泳で九州大会に出場　　
本町出身の小・中学生４選手が健闘

▲福岡市で開催された水泳の九州大会に出場した田上くん（写真左上）、
宇都くん（同右上）、久米くん（同左下）、井芹さん（同右下）

▼

九
州
大
会
で
見
事
２
位
に
入
賞
し
た
上
益
城
チ
ー
ム

　
３
月
20
日
（
金
）
〜
22
日

（
日
）
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
第

26
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト

大
会
の
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
部
門
に
、
学
園
大
付
属
高

チ
ー
ム
の
日
隈
さ
つ
き
さ
ん
（
芝

原
区
・
１
年
）
が
出
場
し
ま
す
。

　
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
は
、

２
つ
の
オ
ー
ル
を
持
っ
た
４
人
の

漕
手
と
舵
手
の
合
計
５
人
で
構
成

さ
れ
る
ボ
ー
ト
競
技
。
昨
年
４
月

か
ら
同
競
技
を
始
め
た
日
隈
さ
ん

は
、
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
て
出
場

メ
ン
バ
ー
入
り
し
ま
し
た
。

　
同
高
は
、
昨
年
11
月
の
九
州
地

区
予
選
大
会
で
予
選
か
ら
準
決
勝

ま
で
の
す
べ
て
の
レ
ー
ス
を
１
位

の
タ
イ
ム
で
通
過
し
、

決
勝
で
も
２，

０
０
０

㍍
の
コ
ー
ス
を
７
分
59

秒
04
で
漕
ぎ
見
事
優
勝
。

全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
日
隈
さ
ん
は
「
ク
ォ

ド
ル
プ
ル
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
大
切
な
ボ
ー

ト
競
技
。
全
国
大
会
で

は
、
先
輩
た
ち
の
足
を

引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に

し
て
、
ほ
か
の
学
校
に

負
け
な
い
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

日
隈
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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産
業
後
継
者
育
成

町産業振興課　TEL096－234－１１７６（ 内線１５５）　klg206@town.kosa.lg.jp

■
４
組
目
の
成
婚
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

　
甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策
協
議

会
（
本
田
新
会
長
）
主
催
の
交
流
会
「
Ｉ

＆
愛（
ア
イ
ア
イ
）」参
加
者
の
中
か
ら
、

４
組
目
の
男
女
が
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
本
田
会
長
の
お
祝
い

の
言
葉
と
共
に
結
婚
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
成
婚
カ
ッ

プ
ル
に
は
合
わ
せ
て
２
人
の
赤
ち
ゃ
ん

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、

さ
ら
な
る
成
婚
者
の
増
加
を
目
指
し
て

結
婚
活
動
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
第
４
回
交
流
会
を
熊
本
市
で
開
催

　
２
月
８
日
（
日
）
熊
本
市
で
、
第
４

回
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
14
人
が
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

デ
ー
に
ち
な
ん
で
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
作
り

に
挑
戦
。
料
理
研
究
家
の
沼
田
峰
子
さ

ん
（
北
原
区
）
の
指
導
の
下
、
男
女
ペ
ア

を
組
ん
で
楽
し
く
調
理
し
交
流
し
ま
し
た
。

　「
Ｉ
＆
愛
」
の
配
偶
者
相
談
員
で
も

あ
る
沼
田
さ
ん
の
粋
な
計
ら
い
で
、
男

女
２
人
き
り
に
な
れ
る
時
間
を
設
け
、

参
加
者
は
恥
じ
ら
い
な
が
ら
手
を
つ
な

い
だ
り
、
散
歩
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
過

ご
し
ま
し
た
。
今
回
は
２
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

●
交
流
会
に
参
加
し
た
方
の
声

・
女
性
と
ペ
ア
で
料
理
体
験
し
、
交
流

　
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
が
ん
ば

　
り
た
い
で
す
。（
男
性
）

・
初
め
て
の
参
加
で
不
安
で
し
た
が
、

　
沼
田
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
配
慮

　
が
細
や
か
で
楽
し
め
ま
し
た
。（
女
性
）

■
「
Ｉ
＆
愛
」
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　
独
身
男
性
の
皆
さ
ん
！
多
く
の
女
性

が
あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

▼
対
象
者

　
20
〜
49
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策
協

　
議
会
事
務
局
（
町
産
業
振
興
課
内
）

・�

交
流
会
「
Ｉ
＆
愛
」
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
TEL
０
８
０
‐
１
７
０
５
‐
５
３
３
９

　（
事
務
局
・
藤
本
）

・
交
流
会
「
Ｉ
＆
愛
」
専
用
メ
ー
ル

kosa.hu-kouryukai@
docom

o.�ne.jp

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－１１１3（ 内線１0６）　klg204@town.kosa.lg.jp

ふれあい交流会ではペアごとに交流を深めた

「Ｉ＆愛」カップル
４組目の結婚成立

対象地区 会場 開催日時

宮内地区
宮内地区社会教育センター

図書室

３月20日（金）

午後７時30分

甲佐地区
町総合保健福祉センター

多目的ホール

３月23日（月）

午後７時30分

竜野地区 龍野福祉ふれあいセンター
３月24日（火）

午後７時30分

白旗地区 白旗福祉ふれあいセンター
３月26日（木）

午後７時30分

乙女地区 乙女小学校体育館
３月27日（金）

午後７時30分

■国民健康保険税税率改定説明会の日程 ■
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定
に

　
伴
う
地
区
別
説
明
会
を
開
催

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改

定
内
容
や
町
国
民
健
康
保
険
財
政
の
現

状
、
保
険
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
給
付
費

（
医
療
費
）
は
、
加
入
者
の
高
齢
化
や

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
に
よ
り
増
加

し
続
け
国
保
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
安
定
し
た
国
民
健

康
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
27
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
税

率
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
う
地
区
別
説
明
会
を
左
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
６
）

　
k

lg
2
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－234－１１40（内線223）　klg202@town.kosa.lg.jp

■「
男
女
共
同
参
画
」と
は
何
か
知
っ

　
て
い
ま
す
か

　
男
女
共
同
参
画
は
、
聞
き
慣
れ
た
言

葉
に
は
な
っ
て
き
ま
し
た
が
改
め
て
問

わ
れ
る
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け

ど
、
よ
く
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人

や
、「
女
性
が
バ
リ
バ
リ
働
い
た
り
、

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
」
と
思
っ
て
い

る
人
、
中
に
は
「
女
性
を
優
遇
す
る
こ

と
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
男
女
共
同
参
画
は
、
私
た
ち
１
人
ひ

と
り
が
持
っ
て
い
る「
男
ら
し
さ
」、「
女

ら
し
さ
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
考

え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
平
等
に
扱
わ
れ

る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
女

性
の
た
め
だ
け
の
施
策
で
は
な
い
の
で

す
。

■
な
ぜ
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
の

　
で
し
ょ
う
か

　
そ
れ
は
、
１
人
ひ
と
り
が
持
つ
個
性

や
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
イ

メ
ー
ジ
と
合
っ
て
い
て
も
違
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
だ
か
ら
良
い
と
か
ダ
メ
だ
と

か
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て
い
る
か

ら
と
い
う
理
由
で
思
う
よ
う
に
生
き
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
お
か
し
い
し
、
直
し
て
い
く
べ
き
だ

か
ら
で
す
。
大
切
な
の
は
「
自
分
ら
し

さ
」
で
あ
り
、
選
択
肢
や
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
時
代
の
労

働
力
の
確
保
も
理
由
の
１
つ
で
す
。

■
家
事
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
様
子

　
を
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実

現
し
た
姿
を
「
男
女
が
と
も
に
自
立
し
、

支
え
あ
う
、
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
し
、

甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
お

け
る
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
家
事
や
育
児
な
ど
を
積
極
的
に
さ
れ

る
「
カ
ジ
ダ
ン
」・「
イ
ク
ジ
イ
」・「
イ

ク
メ
ン
」
な
ど
の
男
女
共
同
参
画
の
実

現
に
向
け
て
奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
々
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
に

写
真
を
添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

男女共同参画は「個性や
能力」を尊重すること

男女がお互いに支え合い尊重することが大切

町
民
セ
ン
タ
ー
・
中
早
川
児
童
館

町民センター　TEL096－234－24５９　　klg116@town.kosa.lg.jp

■
町
民
セ
ン
タ
ー
と
中
早
川
児
童
館

　
の
改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た

　
昨
年
の
９
月
か
ら
改
修
工
事
を
し
て

い
ま
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
と
中
早
川
児

童
館
の
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
間
交
流
を

図
り
な
が
ら
同
和
問
題
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
解
決
の
た
め
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
両
施
設
は
、
ど
な
た

で
も
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。
ヨ
ガ
教

室
や
水
墨
画
教
室
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
見
学
や
体
験
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
施
設

◯
町
民
セ
ン
タ
ー

　
会
議
室
、
調
理
室
、
学
習
室
、
研
修

室◯
中
早
川
児
童
館

　
遊
戯
室
、
集
会
室
、
図
書
室

●
利
用
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　
各
施
設
の
利
用
料
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
５
９

　
k

lg
1
1
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

■
「
子
育
て
サ
ロ
ン
い
と
だ
」
を
　

　
中
早
川
児
童
館
で
開
設
し
ま
す

　
現
在
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
設
し
て
い
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
い

と
だ
」
は
、
３
月
４
日
（
水
）
か
ら
中

早
川
児
童
館
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
同
サ
ロ
ン
は
、
乳
幼
児
の
親
子
が
気

軽
に
集
っ
て
交
流
し
、
子
育
て
の
情
報

交
換
や
親
の
仲
間
づ
く
り
、
子
ど
も
の

育
ち
合
い
を
見
守
る
場
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
自
分
も

元
気
を
も
ら
い
た
い
、
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
設
日

　
毎
週
水
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
１
５
８

　
TEL
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
５
３
２
８

町民センターと中早川
児童館をご利用ください

皆 さ ん お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　klg110@town.kosa.lg.jp

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　klg110@town.kosa.lg.jp

小学生のとき、同じ野球チーム

だった２人の男。20代後半で

再会し、一獲千金のチャンスに

巡り合った彼らは、それぞれの

人生の大逆転を賭けて、世界を

揺るがす危険な謎に迫って行く

…。現代を代表する作家２人の

合作で、魅力的な登場人物とテ

ンポの良いストーリーがたまら

なく面白い、おすすめのエン

ターテインメント作品です。

文藝春秋

小説

果たして人生の大逆転はあるのか
阿部和重・伊坂幸太郎著 /『キャプテンサンダーボルト』 

日本の四季を学べるかわいい絵本
川浦 良枝作 /『しばわんこの和の行事えほん』

彩りよく重ねておしゃれなランチに
りん ひろこ著 /『ＮＹスタイルのジャーサラダレシピ』

密閉できる瓶（ジャー）にド

レッシングと色とりどりの野菜

を入れ、ギュッと詰めたサラダ。

フレッシュで長持ちするから、

ランチに、常備菜に、持ち寄り

にと、とっても便利。ニュー

ヨーカーの間で大人気のジャー

サラダレシピを、４種のドレッ

シングとともに紹介。忙しい日

も、たっぷり野菜が手軽に食べ

られるおすすめの１冊です。

世界文化社

教養・娯楽

温かな人情の輪を描いて読者の

胸を打つ人気作家が、今の世の

中に心を込めて説く、真っ当な

大人の振る舞いと日本人ならで

はの美徳。「大人の見識を取り

戻せ！プロの技には金を惜しむ

な！」などのシンプルな言葉と、

日ごろは感じられない感謝の気

持ちに元気がわく、爽快（そう

かい）感たっぷりのエッセイが

集められたおすすめの本です。

文藝春秋

一般書

読むと元気がわいてくる大人の見識
山本 一力著 /『大人の説教』

柴犬のしばわんこと三毛猫のみ

けにゃんこが、日本の季節の行

事の由来や意味、季節にゆかり

のある遊びなどを分かりやすく

教えてくれます。ひな祭り、お

花見、端午の節句、ころもがえ、

七夕、夏祭りなど、四季折々の

行事がかわいらしくあたたかな

絵で描かれ、子どもだけでなく

大人も一緒に楽しめるので家族

で読んでほしい絵本です。

白泉社

児童書

　　　がおすすめしたい本は、
　　　村岡花子さんの『たんぽ
ぽの目』です。
　村岡花子さんは、日本で初め
て『赤毛のアン』を翻訳された
方だそうです。私は『赤毛のア
ン』が大好きですが、外国のお
話しを日本語に訳す翻訳家とい
う仕事を知り興味を持ちました。
昨年、ドラマにもなり、とても
身近な人に感じます。

　村岡花子
さんは、翻
訳だけでな
く、童話も
たくさん書
かれていま
す。 私 は、
この『たん
ぽぽの目』

のお話をどれも面白く読みまし
た。
　なかでも『みみずの女王』は
みみずたちの話し声が聞こえて
くるようで楽しいのですが、最
後はギョッとします。
　『さびしいクリスマス』は、
村岡花子さんも自分の子どもを
亡くしているので、そのつらい
気持ちが話に表現されています。
忘れられないお話しです。
　ぜひ、たくさんの人に読んで

もらいたい本だと思いました。

私 R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『たんぽぽの目』（村岡 花子著）

仲光 愛恵さん

〔北早川区〕

NHK『花子とアン』に登場した「みみ
ずの女王」、「たんぽぽの目」、「ナミダ
さん」、「めぐみの雨が降るまで」など
の作品を集録した心温まる童話集。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

同和問題について正しい認識を
持ちましょう

　同和問題は自分には直接関係ない

という考えを持った人がいます。し

かし、「自分は差別していない、差

別なんて関係ない」と思っている人

でも、自分の心の中の差別意識に気

づかずに、ふとしたときに人を傷つ

けたり、傷つけられたりしている場

合があります。また、「差別はいけ

ないことだ」と口では言いながら、

自分に直接かかわる問題になると、

昔ながらの迷信や因習にこだわった

り、偏見でものを見たり、判断した

りする場合もあります。

　同和問題の解決のためには、私た

ち１人ひとりが、根拠のない迷信、

因習や世間体などにとらわれず、自

分自身で考え判断するという主体性

のある生活態度や、差別を許さない

という価値観をもって行動していく

ことが必要です。この取組みは他の

あらゆる差別を許さないということ

につながっていきます。

　同和問題の解決にむけて社会的な

取組みが必要であることは間違いあ

りません。しかし、これらの取組み

を真の差別解消につなげるためには

個人個人が同和問題について正しい

認識を持ち、それを自分のこととし

て考え、差別をなくすために行動で

きる態度を身につけることが求めら

れます。

　〜県人権同和政策課

　　人権研修テキスト同和問題編より〜

　
１
月
27
日
（
火
）
町
民
大
学

は
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る
緑
の

祭
典
・
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
毎
年
の
植
木
ま
つ
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
受
講
生
39
人
が

参
加
。
会
場
と
な
っ
た
合
志
市

の
県
農
業
公
園
に
は
、
県
内
各

地
の
Ｊ
Ａ
か
ら
集
ま
っ
た
樹
木

や
花
苗
の
ほ
か
、
特
産
物
や
農

産
加
工
品
な
ど
が
展
示
・
即
売

さ
れ
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
受
講
者
た
ち
は
、
だ
ご
汁
や

各
地
の
珍
味
な
ど
試
食
し
な
が

ら
、
キ
ン
カ
ン
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
苗
木
な
ど
目
当
て
の
品

物
を
購
入
し
て
、
今
年
も
植
木

ま
つ
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
２
月
17
日
（
火
）
下
横
田
公

民
館
で
、
出
前
講
座
「
振
り
込

め
詐
欺
に
つ
い
て
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
下
横
田
長
寿
会
（
坂
田
幸
治

会
長
）
の
20
人
が
参
加
。
町
く

ら
し
安
全
推
進
室
の
清
水
明
室

長
が
講
師
と
し
て
、
年
々
増
加

し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の
実

態
と
防
止
・
対
策
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　「
全
国
で
の
被
害
総
額
は
、

約
５
０
０
億
円
。
県
内
で
も
昨

年
だ
け
で
59
人
、
そ
の
額

６
億
４，

０
０
０
万
円
で
す
。

町
内
で
も
４
件
の
届
け
が
あ
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
す
」
と
現
状
を
説
明
。

「
振
り
込
め
詐
欺
は
、
あ
の
手

こ
の
手
で
も
う
け
話
を
電
話
で

持
ち
掛
け
て
き
ま
す
。
誰
で
も

掛
か
り
や
す
い
手
口
な
の
で
、

１
人
で
考
え
ず
、
誰
か
に
相
談

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
注

意
を
促
し
ま
し
た
。

植
木
ま
つ
り
を
見
学

▼

町
民
大
学

振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て

▼

公
民
館
出
前
講
座

▲樹木や苗木、特産品など目当

ての品物を購入する受講者

▲講師の清水室長から振り込め

詐欺防止について学ぶ参加者

▲

町公民館からのご案内

町民大学「公演・閉講式」

●日時

　３月24日（火）午前10時〜午前

　11時30分

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●内容

・公演「清和爽やか元気応援団」

　出演・演劇愛好者グループ　

　銭太鼓、玉すだれ、ひょっとこ

　踊りなど

・閉講式

※ どなたでも参加できますので、

皆さんお誘い合わせの上、たく

さんの参加をお待ちしています。

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
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あ
ゆ
み
だ
よ
り

献血 の話

今月の「あゆみだより」は

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　klg113@town.kosa.lg.jp

血液は、私たちの体に必要不可欠

ですが人工的に作ることができま

せん。そのため献血は、血液を必

要とする人にとって命の支えであ

り、その命を支えるためには多く

の人の協力が必要です。あなたの

善意が大切な人の命を救います。

岩永 一寿 社会福祉士 

❖
献
血
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

　
血
液
は
、「
血
漿
（
け
っ
し
ょ
う
）」

（
液
体
成
分
）
と
「
血
球
（
け
っ
き
ゅ

う
）」（
赤
血
球
・
白
血
球
・
血
小
板
）

で
で
き
て
お
り
、
自
分
の
血
液
を
輸
血

な
ど
の
た
め
に
無
償
で
提
供
す
る
こ
と

を
献
血
と
言
い
ま
す
。

　
献
血
に
は
、
血
液
の
す
べ
て
の
成
分

を
採
血
す
る
「
全
血
献
血
」
と
、
血
液

中
の
血
漿
や
血
小
板
だ
け
を
採
血
す
る

「
成
分
献
血
」
が
あ
り
ま
す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
病
気
の
治
療

や
手
術
な
ど
で
使
わ
れ
ま
す
が
、
血
液

は
長
期
の
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
赤
血

球
が
採
血
後
21
日
間
、
血
小
板
が
４
日

間
、
血
漿
が
凍
結
し
て
１
年
間
と
、
献

血
さ
れ
た
血
液
を
輸
血
に
使
用
で
き
る

期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

❖
命
を
支
え
る
た
め
の
献
血

　
１
日
当
た
り
全
国
で
約
３，

０
０
０

人
、
１
年
間
で
約
１
２
０
万
人
の
命

が
輸
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
命
を
支
え
る
た
め
に
１
日

約
１
万
４，

０
０
０
人
、
年
間
で
約

５
２
５
万
人
の
献
血
が
必
要
で
す
。
毎

日
い
つ
で
も
病
院
に
血
液
を
届
け
る
た

め
に
、多
く
の
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

●
男
性
は
年
３
回
、
女
性
は
年
２
回
献

　

血
が
で
き
ま
す

　
平
成
25
年
度
に
県
内
で
献
血
を
行
っ

た
人
は
延
べ
８
万
１
０
６
人
（
実
人
数

４
万
７，

８
２
１
人
）
で
す
が
、
年
齢

別
で
は
69
・
７
㌫
は
30
〜
50
代
で
す
。

10
代
は
５
・
４
㌫
、20
代
は
17
・
５
㌫
と
、

若
い
世
代
の
献
血
者
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
実
献
血
者
の
う
ち
、
献
血
回

数
が
年
に
１
回
の
人
は
約
７
割
で
す
。

全
血
献
血
の
基
準
で
は
、
男
性
は
年
に

３
回
、
女
性
は
年
に
２
回
献
血
が
で
き

ま
す
（
全
血
献
血
と
成
分
献
血
で
は
、

次
回
ま
で
の
期
間
が
異
な
り
ま
す
）　

が
、
年
に
１
回
の
み
の
人
が
多
い
こ
と

が
現
状
で
す
。

●
献
血
は
だ
れ
で
も
で
き
る
の
？

　
献
血
は
16
〜
69
歳
ま
で
の
人
が
ご
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
が
、
献
血
者
の
健

康
を
守
る
た
め
に
方
法
別
に
採
血
判
断

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
降
圧
剤
な
ど
を
服
薬
中
の
人

で
も
服
薬
の
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、

献
血
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
服

薬
中
の
人
は
お
薬
手
帳
を
準
備
の
上
、

献
血
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❖
献
血
が
救
う
大
切
な
人
の
命

　
血
液
は
人
工
的
に
作
れ
な
い
の
で
、

輸
血
に
使
用
さ
れ
る
血
液
の
全
て
が
献

血
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
を
救
っ
て
く
れ
る
の
は
、

だ
れ
か
の
善
意
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ

な
た
の
献
血
で
だ
れ
か
の
大
切
な
人
を

救
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
献
血
は
約

40
分
で
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

あ
な
た
の
温
か
い
善
意
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

献

血

は

命

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

あ
な
た
の
善
意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

項目
全血献血 成分献血

200㍉㍑ 400㍉㍑ 血漿 血小板

年齢※ 16〜69歳
男性 17〜69歳
女性 18〜69歳

18〜69歳
男性 18〜69歳
女性 18〜54歳

体重
男性 45㌔以上

50㌔以上
45㌔以上

女性 40㌔以上 40㌔以上

❖献血方法別の採血基準

※65歳以上の人の献血については、献血する人の健康を考えて60〜64歳の間に献血経験がある人に
　限られます。

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（月） 積み木遊び

４日（水） 手形・足型取り

６日（金） 戸外遊び

９日（月） スタンプ遊び

11日（水） 誕生会（要予約）

13日（金） 砂場遊び

16日（月） お絵かき

18日（水） 散歩

20日（金） ブロック遊び

23日（月） 戸外遊び

25日（水） 折り紙遊び

27日（金） 支援閉所式

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

６日（金） おしゃべりでお別れ会

28日（土） 卒園式

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

３・４月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　３月19日（木）　午前９時

　　４月16日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　３月19日（木）　午前10時

　　４月16日（木）　午前10時

　 10か月教室

　　４月10日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　３月３日（火）　午後１時

　 ３歳児健診

　　３月３日（火）　午後１時20分

　 日本脳炎予防接種

　　４月24日（金）　午後１時30分

　　４月27日（月）　午後１時30分

　　４月28日（火）　午後１時30分

岩永 健
けんしょう

照 くん（６か月）

　父・一寿 さん　母・依里子 さん

　（下横田区）

　おねえちゃん だぁいすき！！

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　klg113@town.kosa.lg.jp

※血小板成分献血は、献血する人の健康を考えて、かねがね体重50㌔以上の人へお願いしています。
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お問い合わせ先一覧

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 325）　klg110@town.kosa.lg.jp

各地の領主の勢力争いが続い

た 16 世紀の戦国時代、阿蘇・益城・

宇土一帯を治めていた阿蘇氏と薩

摩を本拠地とした島津氏は、領地

をめぐり幾度となく戦いました。

　　　　　　　　　　1565 年、 

　　　　　　　　　　隈庄城主・

　　　　　　　　　　 甲 斐 守 昌

　　　　　　　　　　( 現在の熊

　　　　　　　　　　本市城南町)

　　　　　　　　　　は、島津氏

　　　　　　　　　　と手を組み

　　　　　　　　　　阿蘇氏に反

旗を翻しました。阿蘇氏の大将・

阿蘇大宮司惟将は、家臣であった

御船城主・甲斐宗運に守昌を倒す

よう命じ、宗運は早川城主・渡辺

越前守吉秀、甲佐 ( 松尾 ) 城主・

伊津野山城守武綱を率い、隈庄城

を攻めました。

舞ノ原と呼ばれる乙女台地の

一帯も戦場となり、早川の円福寺

住職・春蔵主とその弟子・善忠も

早川城主・渡辺吉秀に従い出陣し

ました。激しい戦いの末、春蔵主

は戦いの中で命を落としました

が、善忠が敵将の首を取りました。

善忠は春蔵主の首と敵将の首を携

えて、円福寺の末寺児成庄 ( 現在

の府領 ) 本営寺に帰りました。戦

いの様子を聞いた本営寺の老僧善

仲は、死者を哀れみ多くの人と連

れだって早川勢の亡きがらを見分

け早川に送りましたが、どちらの

者か分からない亡きがらは府領の

この地に埋葬し死者を悼みまし

た。

甲佐町の文化財探訪　〜第 22 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
「
府
領
の
塚
畑
」

「府領の塚畑」　久米 亞 町文化財保護委員（麻生原区）

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
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留
農
薬
基
準
値
の
設
定
に
新
し
い

評
価
方
法
（
短
期
暴
露
評
価
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
農
薬
に
も
随
時
使
用
さ
れ
、
一

部
の
農
薬
で
は
す
で
に
新
評
価
方

法
に
よ
っ
て
使
用
方
法
な
ど
が
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
薬
の
中
に

は
、
農
薬
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て

い
る
使
用
方
法
ど
お
り
に
使
用
し

て
も
残
留
基
準
値
を
超
過
す
る
恐

れ
の
あ
る
農
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、

販
売
店
舗
な
ど
へ
必
ず
最
新
の
登

録
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
県
農
業
技
術
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
業
技
術
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　
３
月
１
日
（
日
）
〜
７
日

（
土
）
は
、
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
週
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
に
火
災
の
発
生
を
防

止
し
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　
３
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

▼
全
国
防
火
標
語

　『
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す

ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
消
防
団
（
事
務
局
・
町
総
務
課
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
４
１
）

　
k

lg
2
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・
上
益
城
消
防
本
部

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
６
６
０，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
２
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
・
非
常
勤

職
員
の
採
用
に
係
る
登
録
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
の
業
務
に
必

要
な
人
材
の
確
保
を
行
う
た
め
に

一
般
事
務
員
や
作
業
員
、
専
門
的

な
知
識
や
経
験
の
あ
る
人
を
あ
ら

か
じ
め
公
募
に
よ
り
登
録
す
る
も

の
で
す
。
登
録
申
請
書
に
よ
っ
て

登
録
を
し
た
人
の
中
か
ら
必
要
に

応
じ
て
、
選
考
の
上
、
採
用
を
行

い
ま
す
。

　
登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
１
）

　
k

lg
2
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
児
童
・
生
徒
の
就
学
に
困
っ
て

い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
給
食
費

や
学
用
品
、
修
学
旅
行
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
生

活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し

て
い
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
援
助
を
希
望
す
る
人
は
、
町
教

育
委
員
会
・
各
学
校
に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
年
度
途
中
の
申
請
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
認
定
は
申
請
書

が
提
出
さ
れ
た
月
か
ら
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い

る
人
も
毎
年
度
の
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、
改
め
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
町
学
校
教
育
課
ま
た

は
各
小
・
中
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
学
校
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

　（
内
線
３
１
１
）

　
k

lg
1
0
9
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
３
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

は
、
入
園
・
入
学
前
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
の
予
防
接
種
へ
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
病
気
（
Ｖ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　
k

lg
1
1
3
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・

税
番
号
）
は
、
住
民
票
を
有
す
る

す
べ
て
の
人
に
１
人
１
つ
の
番
号

を
付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
な
ど
の
分
野
で
効
率
的
に

情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
に

存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人

の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
10
月
以
降
、
住
民
票
の

住
所
に
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
、

市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
住

民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に

お
住
ま
い
の
場
合
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

　
平
成
26
年
度
か
ら
食
品
中
の
残

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 200,340 △29,360 △6,440

資 源 ご み 23,060 △5,530 △1,720

粗 大 ご み 3,940 △2,130 △610

合 計 227,340 △37,020 △8,770

※単位・㌔ 

      environmental preservation

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

３月１日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

３月８日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

３月15日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

３月22日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

３月29日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（１月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ０件

生命保険差し押さえ ２件

債 権 差 し 押 さ え ２件

交 付 要 求 １件

債 権 差 押 取 立 金 57,383円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ３ （３）

死 者 ０ （０）

傷 者 ３ （３）

平成27年２月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 １ （１）

原 野 ０ （△１）

そ の 他 ０ （０）

合計件数 １ （０）

平成27年２月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

ｉ
お
知
ら
せ

町
臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員

採

用

に

係

る

登

録

制

度

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

児

童
・

生

徒

に

対

す

る

就

学

援

助

費

制

度

農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は

使
用
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

３
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）
は

子

ど

も

予

防

接

種

週

間

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・

税
番
号
）
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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Monthly Information Monthly Information

　
を
限
度
と
し
ま
す
。

・
耐
震
改
修
工
事

　
１
戸
に
つ
き
１
０
０
万
円
を
限

　
度
と
し
ま
す
。

　
補
助
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

町
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　（
内
線
１
６
２
）

　
k

lg
2
0
9
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
町
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て

統
計
に
関
し
て
理
解
と
熱
意
を

持
っ
て
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
の
業
務
に
従
事
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
の
募
集
に
当
た
っ

て
は
、
統
計
調
査
員
の
仕
事
を
希

望
す
る
人
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
登
録
調
査
員
と
し
て
町
企
画

課
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
方
法
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
調
査
員
は
、
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
る
ご
と
に
国
ま
た
は
県

か
ら
統
計
調
査
員
と
し
て
任
命
さ

れ
ま
す
。
業
務
は
、
調
査
票
の
配

布
、
回
収
や
回
収
し
た
調
査
票
の

点
検
、
整
理
な
ど
に
従
事
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
登
録
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

町
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　（
内
線
２
３
３
）

　
k

lg
1
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、
高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が
い

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
、

第
27
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
競
技
種
目

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ

ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、

剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な

ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ

▼
会
場

　
県
民
総
合
運
動
公
園
ほ
か

▼
開
催
日

　
５
月
12
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

▼
参
加
資
格

　
県
内
在
住
で
平
成
28
年
４
月
１

日
時
点
で
60
歳
以
上
の
人

▼
参
加
料

　
個
人
競
技
　
１
人
７
０
０
円

※
団
体
競
技
は
、
種
目
に
よ
り
異

　
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　
３
月
23
日
（
月
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　
御
船
警
察
署
管
内
で
、
空
き
巣
な

ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
盗
難
被
害
の
多
く
は
、
無
施
錠
が

原
因
で
す
。
大
切
な
物
を
守
る
た
め

に
ま
ず
必
要
な
の
は
、
鍵
掛
け
の
習

慣
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
も
必
ず

鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
鍵
掛
け
の
ポ
イ
ン
ト

・�

朝
の
ご
み
出
し
な
ど
、
短
時
間

の
外
出

・�

在
宅
中
の
玄
関

・�

一
戸
建
て
住
宅
の
２
階
や
、
ア

パ
ー
ト
の
上
階
の
窓

・�

換
気
の
た
め
に
開
け
た
風
呂
場

や
ト
イ
レ
の
小
さ
な
窓

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
　

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
町
で
は
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ

と
に
支
障
が
あ
る
障
が
い
者
な
ど

を
支
援
す
る
手
話
奉
仕
員
を
養
成

す
る
た
め
、

熊
本
県
ろ
う
者
福

祉
協
会
に
委
託
し
て
手
話
奉
仕
員

養
成
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

▼
受
講
資
格

　
高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、

手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す
人

※
基
礎
課
程
の
受
講
は
、
入
門
課

　
程
を
受
講
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
開
催
日
時

・
入
門
課
程
　
４
月
９
日
（
木
）

〜
８
月
６
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

・
基
礎
課
程
　
９
月
10
日
（
木
）

〜
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
の

毎
週
木
曜
日

▼
会
場

　
宇
城
市
松
橋
公
民
館

▼
受
講
料

　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
に
、
別
途
約

　
７，

１
４
０
円
が
掛
か
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え
て
、
会
場

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
５
）

　
k

lg
2
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
町
で
は
、
町
内
の
学
校
の
環
境
整

備
お
よ
び
学
校
図
書
な
ど
に
従
事
す

る
非
常
勤
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
業
務
内
容

　
町
内
の
学
校
の
環
境
整
備
お
よ

び
学
校
図
書
そ
の
ほ
か
の
用
務

▼
雇
用
形
態

　
町
非
常
勤
職
員
・
学
校
主
事

▼
募
集
期
限

　
３
月
17
日
（
火
）

▼
雇
用
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
平
成
28
年

３
月
31
日
（
木
）

▼
報
酬
日
額

　
学
校
就
業
時
間
（
７
時
間
45
分
）

　
日
額
　
６，

０
０
０
円

▼
募
集
人
数

　
１
人

▼
応
募
方
法

　
一
般
履
歴
書
を
町
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

　
応
募
者
の
中
か
ら
町
教
育
委
員

会
で
選
考
の
上
、
採
用
者
を
決
定

し
、
採
用
結
果
は
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
詳
し
い
こ
と
は
、

町
教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
学
校
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

　（
内
線
３
１
１
）

　
k

lg
1
0
9
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

▼
お
申
し
込
み
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
１
）

　
k

lg
2
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
㈳
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
で

は
、
電
話
相
談
員
を
志
す
人
や
自
己

成
長
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
学
び
た
い
人
の
た
め
の
養
成

講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
写
真
を
貼
り
付
け
の
上
、
82
円
切

手
を
同
封
し
て
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　
４
月
30
日
（
木
）

▼
募
集
定
員

　
40
人

▼
募
集
年
齢

　
23
歳
以
上

▼
講
座
期
間

・
１
年
次

　
前
期
講
座
　
５
月
13
日
（
水
）
〜

10
月
６
日
（
火
）

　
後
期
講
座
　
10
月
20
日
（
火
）
〜

平
成
28
年
３
月
29
日
（
火
）

・
２
年
次

　
平
成
28
年
４
月
〜
平
成
29
年
３
月

▼
講
座
会
場

　
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ
ン
タ
ー

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
㈳
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
３
４
３

　
〒
８
６
０
‐
８
６
９
１

　
熊
本
中
央
郵
便
局
私
書
箱
１
５
５

　
号

　
町
で
は
、
建
築
物
の
耐
震
診
断

と
改
修
の
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
築
物
は
耐
震
性
が
劣

る
危
険
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
耐
震
診
断
で
お
住
ま
い
の

家
屋
を
調
べ
て
、
耐
震
改
修
工
事

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
補
助
対
象
建
築
物

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
建

築
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　
工
し
た
も
の

・
過
去
に
耐
震
診
断
を
受
け
て
補

　
助
金
を
も
ら
っ
て
な
い
も
の

▼
補
助
対
象
者

　
住
宅
の
所
有
者

▼
補
助
金
額

・
耐
震
診
断

　
１
戸
に
つ
き
８
６，

０
０
０
円

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～３月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2447　klg110@town.kosa.lg.jp

ｃ
く
ら
し
安
全

空

き

巣

な

ど

に

注

意
！

徹

底

的

に

鍵

掛

け

習

慣

▼期間　３月２日（月）〜30日（月）

▼主催　町教育委員会

▼撮影　赤星眞照（有安区）

ｒ
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
の

受

講

者

を

募

集

し

ま

す

耐
震
診
断
・
改
修
に
掛
か
る

費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す

各
種
統
計
調
査
に
従
事
す
る

登
録
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●「白秋家の子ども達」写真展

電
話
相
談
員
養
成
講
座
の

受

講

者

を

募

集

し

ま

す

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

３月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン
甲佐小体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道
甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

第１・３土曜日　午後６時

●卓球
町生涯学習センター

水・金曜日　午後７時30分

第１・４土曜日　午後６時

●サッカー教室
緑川グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室
甲佐中体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室
甲佐小体育館　火曜日　午後７時30分

　　　　　　　土曜日　時間未定

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

みんなで楽しいサッカーしましょう

定住促進「緑町分譲地」
全10区画の譲受人決定

　 　

　地域の活性化と定住促進を目
的として、町が整備を行った住
宅用地「緑町分譲地」全10区
画の分譲が終了しました。
　平成26年６月２日（月）か
ら３回の分譲募集を行い、平成
27年１月26日（月）の受け付
けをもってすべての譲受人が決
定しました。
　分譲募集の周知活動にご協力
いただいた事業所や分譲に興味
を持っていただいた方々へ厚く
お礼申し上げます。
●お問い合わせ先
　町総務課　

TEL０９６- ２３４- １１４０
　（内線２２６）

第2回甲佐町冬季ビーチボールバレー大会

●主催・甲佐町ビーチボールバレー協会（山下繁樹会長）

●期間・２月 18 日（水）・19 日（金）

●会場・町トレーニングセンター

▲

優
勝
し
た
「
上
豊
内
ス
ウ
ィ
ー

　
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
チ
ー
ム

●フリーの部（参加13チーム）

・優勝　上豊内スウィートフィッシュ

・準優勝　スーパー仁（仁田子）

・３位　シャンクス（宮内）

・敢闘賞　横有ＭＩＸ（横田・有安）

Sports

▼

２
月
の
展
示
会

　
白
旗
小
学
校
児
童
作
品
展

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
働
く

町
内
学
校
の
学
校
主
事
を
募
集

●大会結果

 サッカー教室

小学２・３年生

の皆さん
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［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　呼
び
鈴
に
受
話
器
を
取
れ
ば
孫
の
声
「
姫
誕
生
」
と

喜
び
弾
む 

森
田
　
房
恵

走
る
こ
と
忘
れ
し
吾
も
も
う
八
十
路
昔
ば
か
り
を
懐

か
し
み
お
り 

塚
原
　
暁
益

坂
道
を
息
切
り
登
る
社
に
は
お
祓
受
け
る
制
服
の
娘こ

ら 

赤
星
　
延
子

い
ち
ば
ん
に
春
を
知
ら
せ
る
蕗
の
薹
ま
だ
か
ま
だ
か

と
吾
待
ち
侘
び
る 

緒
方
　
明
美

散
歩
道
に
菜
種
の
花
の
咲
き
初
め
て
寒
さ
も
少
し
和

ら
ぎ
て
お
り 

赤
星
　
文
子

流
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
後
絶
た
ず
手
洗
い
う
が
い

口
喧
し
き 

塚
本
　
俊
子

日
溜
り
に
来
て
暖
を
取
る
野
良
猫
は
日
差
し
を
受
け

て
眼
優
し
き 

吉
永
由
紀
子

来
客
も
電
話
も
日
々
に
減
り
ゆ
き
て
老
い
の
暮
ら
し

を
し
み
じ
み
思
う 

内
田
乃
武
子

去
年
よ
り
椿
は
蕾
多
く
付
け
澄
ん
だ
日
差
し
を
浴
び

せ
や
り
た
し 

上
村
や
す
美

初
雪
の
庭
に
一
本
の
紅
椿
明
け
ゆ
く
空
の
淑
気
穏
し

き 

上
村
　
か
ず

逝
き
し
友
の
ひ
と
り
ひ
と
り
を
思
う
夜
は
古
い
時
計

が
動
き
始
め
る 
渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
ど
き
ど
き
」

突
然
の
竹
馬
の
訃
報
た
だ
涙 

早
　
　
彦
喜

初
め
て
の
挑
戦
今
日
は
受
け
て
立
つ
　 

　
林
　
　
雅
之

ど
き
ど
き
が
ピ
タ
リ
と
止
ん
だ
異
状
無
し 

　
清
川
み
ど
り

　
　
　「
合
図
」

眼
で
合
図
明
日
の
約
束
確
か
め
る 

布
田
　
愛
子

待
ち
合
わ
せ
合
図
見
慣
れ
た
帽
子
で
す 

古
閑
チ
ヨ
ミ

目
配
せ
も
通
じ
な
い
恋
擦
れ
違
い 

本
田
長
久
子

い
い
人
じ
ゃ
な
い
の
と
妻
が
指
で
ま
る 

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

ま
っ
し
ぐ
ら
　
満
点
と
っ
て
見
せ
に
来
る 

広
田
み
ど
り

ま
っ
し
ぐ
ら
　
そ
う
か
彼
女
は
猪

シ
シ

年
か 

下
山
　
千
恵

ま
っ
し
ぐ
ら
　
あ
っ
と
い
う
間
に
古
希
間
近 

志
垣
　
　
光

ま
っ
し
ぐ
ら
　
認
知
症
に
は
走
る
な
よ 

佐
藤
　
　
葵

ま
っ
し
ぐ
ら
　
受
験
勉
強
頑
張
れ
よ 

北
畑
　
公
美

ま
っ
し
ぐ
ら
　
早
よ
助
け
ん
と
溺
る
る
ぞ 

木
村
　
陽
菜

ま
っ
し
ぐ
ら
　
ア
ン
パ
ン
に
食
い
下
が
ら
な
ん 

布
田
か
ん
な

ま
っ
し
ぐ
ら
　
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
頑
張
る
ぞ 

平
井
や
よ
い

ま
っ
し
ぐ
ら
　
妥
協
せ
ん
け
ん
嫌
わ
る
る 

長
原
　
産
賀

ま
っ
し
ぐ
ら
　
今
日
は
鍋
か
な
シ
チ
ュ
ー
か
な 

北
川
　
直
美

う
た
ご
よ
み
　
～ 

弥
生 

～

坂本梅林（上揚）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① ボウルに白玉粉、だんご粉、

砂糖、豆腐を入れよくこね混

ぜます。

② ニンジン、ホウレン草はそ

れぞれゆでてすりつぶします。

③ ３等分にした①の１つはそ

のまま白。残りの２つは、そ

れぞれニンジンとホウレン草

を練り込み、生地の柔らかさ

を耳たぶくらいにします。

④ 生地をそれぞれ直径２㌢く

らいの大きさに丸め、沸とう

したお湯に入れてゆでます。

　浮き上がってから１〜２分間

ゆでましょう。

⑤ ゆで上がったら冷水に取り

冷まします。水気をふき取っ

て串に刺したらかわいい３色

だんごの出来上がりです。

◎ひなあられやひしもちにも使

われる「赤」、「白」、「緑」の

３ 色 は、「 花 」、「 雪 」、「 新

芽」を表していて、春を待ち

焦がれる人々の気持ちを感じ

ることができます。

　　ひな祭りは平安時代に中国

から伝わったもので、元は身を

清め災いを逃れるための行事

だったそうです。それが次第に

女の子の無事な成長を願う行事

になりました。

　「桃の節句」とも言われるひ

な祭りで飾られる桃の花には、

昔から魔除けの力があると信じ

られていたそうですよ。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ひな祭りの３色だんご

ご存知ですか？

材料－４人分－

白玉粉 …………………… 100㌘
だんご粉…………………… 50㌘
絹ごし豆腐 ……………… 100㌘
砂糖…………………… 大さじ４
ニンジン ………………… 1/2本
ホウレン草…………… ２～３枚

	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

上早川　井上　茜
あ か り

里　女　聖　士

田　口　藤本　ゆめ　女　　大　

田　口　成田　優
ゆ と

仁　女　充　瑠

下横田　福永　妃
きりゅう

琉　女　浩　紀

仁田子　早川　冬
と う ま

馬　男　正　太

下横田　岩永　心
こ と の

暖　女　義　孝

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,338 △14

女 5,941 △９

計 11,279 △23

世帯数 4,289 ５

平成27年１月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

中横田　福田　緑郎　82　弘　子

岩　下　本田タエ子　80　タエ子

横　田　六田サチ子　82　睦　子

下横田　本田八重子　90　哲　郎

坂　谷　藤田　　栞　97　　豊　

中横田　狩野　昭一　86　 　一

豊　内　村上ヨシ子　85　昭　彦

豊　内　吉松　トヨ　96　　毅　

府　領　松永　照善　80　誠　子

有　安　西村　繁成　84　セツヱ

緑　町　北里チカヱ　92　励　次

上早川　中島　光一　46　九洲男

南三箇　宮本あけみ　77　松　雄

豊　内　清村　　守　91　ジツ子

ひ と の 動 き （敬称略）

１月11日（日）～２月10日（火）

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　上早川　福田　洋平

　　妻　熊本市　清田　彩乃

　　夫　大　町　井元　　亮

　　妻　熊本市　奥薗　香奈

　　夫　田　口　 永　　諒

　　妻　仁田子　伊藤　桃花

　　夫　吉　田　奥田　和成

　　妻　御船町　渡邊　千誠

　　夫　早　川　宮本　浩二

　　妻　熊本市　久川　明子

　　夫　府　領　赤星　勝幸

　　妻　熊本市　山口　里奈

［

［

［

［

［

［

　
３
月
３
日
（
火
）
は
、
ひ
な
祭
り
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
ひ
な
人
形

や
桃
の
花
、
ひ
し
も
ち
な
ど
の
飾
り

付
け
で
華
や
か
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ひ
な
祭
り
は
、
元
々
は
人
々
の
邪

気
を
払
い
身
を
清
め
る
た
め
の
儀
式

で
あ
っ
た
も
の
が
、
女
の
子
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
日
本
の
伝
統
行
事

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
春
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
喜
び
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん

な
が
元
気
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
願
う
日
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
若
草
保
育
園

に
飾
っ
て
あ
る
ひ
な
飾
り
と
年
長
組

さ
ん
の
園
児
た
ち
が
作
っ
た
折
り
紙

の
ひ
な
人
形
で
す
。
健
や
か
に
育
つ

園
児
た
ち
か
ら
は
「
ひ
な
祭
り
が
楽

し
み
で
す
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
画

用
紙
に
貼
り
付
け
た
色
と
り
ど
り
の

ひ
な
人
形
を
持
っ
て
「
う
れ
し
い
ひ

な
ま
つ
り
」
を
口
ず
さ
ん
で
暖
か
い

春
の
訪
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。 

（
み
）

編

集

後

記



2015年（平成27年）3月号

　通巻548号

発行・甲佐町　発行人・甲佐町長 奥名克美　編集・企画課　住所・〒861-4696 熊本県上益城郡甲佐町大字豊内719番地4　TEL096-234-1154

URL・http://www.town.kosa.kumamoto.jp/　E-mail・klg104@town.kosa.lg.jp　※本紙は再生紙を使用しています。

こうさ広 報

〔横田区〕

上野 浩信さん
Ueno Hironobu

Kosa
Style
こうさ スタイル

　「
地
元
の
分
団
が
あ
る
か
ら
、

本
町
の
消
防
団
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
訓
練
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
団
員
同
士
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
地
元
分
団
の
力
を
結

集
し
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と

語
る
の
は
、
町
消
防
団
長
の
上
野

浩
信
さ
ん
（
横
田
区
）。

　
１
期
２
年
に
わ
た
り
、
本
町
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
活
動

す
る
町
消
防
団
を
束
ね
、
防
災
活

動
に
尽
力
。
任
期
中
は
、
通
常
の

消
防
団
活
動
に
加
え
て
各
消
防
設

備
を
整
え
て
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
本

町
の
防
災
体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
消
防
団
勤
続
31
年
。「
入
団
し

た
て
の
こ
ろ
は
、
操
法
員
に
選
ば

れ
て
毎
日
練
習
に
明
け
暮
れ
、
地

元
分
団
で
ほ
か
の
団
員
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
地
元
の
つ
な
が
り
も

強
く
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
振

り
返
る
。「
地
域
に
い
る
か
ら
こ

そ
、
い
ち
早
く
住
民
の
安
全
の
た

め
に
行
動
で
き
ま
す
。
ま
た
、
普

段
か
ら
地
元
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
お
く
こ
と

で
、
非
常
時
に
役
に
立
つ
こ
と
が

増
え
て
き
ま
す
」
と
話
す
。「
最

近
は
、
団
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激

し
く
、
人
数
も
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
本
町
の
安
全
の
た
め
に
も
団

員
の
防
災
意
識
啓
発
や
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
消
防
団
の
編
成
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
上

野
団
長
が
考
え
る
課
題
は
重
い
。

　「
本
町
は
、
操
法
大
会
で
も
県

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
訓
練
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

水
防
演
習
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練

も
取
り
入
れ
て
、
団
員
１
人
ひ
と

り
の
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
」

と
話
す
上
野
団
長
。
３
月
29
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
町
消
防
団

出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検
で
は
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
訓
練
と
経

験
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
兼
ね
備
え

た
団
員
た
ち
の
勇
姿
を
見
て
ほ
し

い
で
す
」
と
意
気
込
む
。

　
今
年
度
で
退
団
す
る
上
野
団
長

は
、「
日
ご
ろ
の
訓
練
が
町
の
危

機
を
救
う
こ
と
に
な
る
と
意
識
付

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
生
懸

命
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
本
町
の

た
め
に
力
を
尽
く
す
消
防
団
員
魂

を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
で
す
」
と

団
員
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

防

災

活

動

の

最

前

線

の

要

地

元

に

根

付

く

町

消

防

団

うえの ひろのぶ / 町消防団

長。町の防災活動のために尽

力し、約500人の団員の指揮

を１期２年にわたって執った。

今年の３月末で退団予定。


